
優勝
坂口安吾に馳せる 続・堕落の間
群馬県︱群馬県立桐生工業高等学校　選手 / 3年生5名、1年生2名

　桐生市中心部の重伝建地区の中で、かつて
坂口安吾が住んでいた場所に、彼の記念館を建
てるというのが計画の概要です。建物は彼が昔
住んでいた家の形を復元するように計画されてい
て、計画地の歴史や今は失われてしまった建物
の資料を集めるなど事前のリサーチがしっかりし
ていることにまず感心しました。
　さらに作者は坂口安吾の生涯や彼の文学を通
じて彼が表現したかった考えについても仔細に
学び、建物を単なる記念館ではなく、来館者が
彼の文学に触れ、その本質について語り合い、
彼の考えを体験する場として設定されていて、そ
の指導を行う安吾の研究者の住宅も兼ねている
という施設内容が具体的で現実性を感じさせら
れました。
　しかし最も評価が高かったのは、坂口安吾が
用いる堕落という言葉が戦後の混乱期に人間ら
しく自由に生きることを意味していると理解した上
で、その意味を体感する場として一畳の畳の間
をつくったことです。しかもその畳の間は床から
1mほど上にあり、半分外壁からはみ出すように
突出していて、天井が極端に低く、ひとりきりの狭
い空間でありながら、半分社会に開かれているよ

うな不思議な空間となっています。くつを脱ぎ、家
具も何もない部屋の畳の床にひとりで横たわると
いう行為が、安吾の言う社会のしがらみを捨てて
自由に生きるという「堕落」の意味とよく合ってお
り、和室の解釈として独創的だと感じました。
　若い人達が和室をどのようにとらえているかに
ついては今回の審査で最も興味深いところでした
が、本案では精神を開放し自由を獲得する場とし
て和室を考えていることに新鮮な驚きと共感をお
ぼえました。確かにくつを脱ぎ柔らかい畳の床の
上に横になりその匂いを嗅ぐと、不思議に心が落
ち着き、精神が澄み渡るような感覚になります。
　和室の良さというのは、床の間や天井や欄間
の見事な造作でもなければ、多目的に使用できる
使い勝手の良さでもなく、そこに横たわることで人
の精神を浄化することにその本質があることを作
者が見事に見抜いていることに最大の敬意を表
したいと思います。現代の西洋的な生活習慣か
ら見れば、その光景はだらしなく見えてしまうかも
知れませんが、それを「堕落」という一見ネガティ
ブなキーワードで表現したことも逆説的ですが実
に的を射ていると思いました。

（横内敏人）

受賞のことば

　この度は優勝という名誉ある賞をいただ
き、誠にありがとうございます。ご支援くだ
さった地域の方々には感謝してもしきれませ
ん。この作品は、桐生新町重伝建地区にか
つて存在していた旧書上邸を再現し、活用
したものです。
　柔軟な、日本独自の和室に坂口安吾の堕
落論を結び付け、「堕落の間」をはじめとし
た新しい和室を提案しました。
　作品作りにあたり、2連覇がかかっている
ということがプレッシャーに感じる時もありまし

た。しかし、先輩たちが繋いだ10を超える
作品が助けとなり、最後までやりきることがで
きました。締め切り間際まで試行錯誤したこ
と、暗くなるまで仲間とアイデアを出し合った
ことも、かけがえのない経験であり、財産とな
りました。
　今後は横内敏人審査員長をはじめ、多
くの皆様からのご評価を励みに、本大会で
得た学びを人生に生かして努力してまいり
ます。

桐生工業高等学校 建設科チーム一同

表彰式にて 生徒謝辞


